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タイロッド 
 下り線 

 上り線 

流動化処理土 
舗装工 

崩壊線 

ふとん篭 
(砕石RC40)積 

鋼矢板Ⅳ型 

H型鋼 

前面消波工 

暫定消波工 

１．工事進捗状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災区間の航空写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 5K300付近 

二宮 IC

至　平塚
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至　小田原

② 5K700付近 

←②撮影方向 

◇ 現在、早期の4車線供用に向け、工事用道路の設置や下り線側の鋼矢板の打設

を開始。また、並行して実施予定である暫定消波工設置工事については、準備中

である。 

←①撮影方向 
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２．現況写真（平成１９年１２月１３日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５Ｋ４００付近 ５Ｋ５００付近 ５Ｋ６００付近 

５Ｋ７００付近 ５Ｋ８００付近 ５Ｋ９００付近 
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３．前浜の状況 

 

 

 

 

 
 

 

 

被災直後    平成19年9月7日 14:30撮影 

出典：現地カメラ画像 

◇ 前浜の復元状況の測量はしていないが、目視による観察で

は、5K200～5K500 約 300m区間では、被災直後から前浜は徐々

に回復傾向にある。 

被災2週間後  平成19年9月23日 9:00撮影 

被災 3ヶ月後  平成19年12月14日 9:00撮影 

出典：現地カメラ画像 

出典：民間ヘリ航空写真 

二宮 IC

至　平塚
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至　小田原

前浜が戻りつつある区間（現地カメラ画像にて確認） 
現地カメラ撮影位置 

約 10m 

約 35m 


